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Value Chain Visualization

バリューチェーンが可視化された状態とは、バリューチェーン上の情報収集力・情報分析力・情報伝達力を備

えた総合的なマネジメント能力が確立された状態を意味します。これを実現するためには、マネジメントのた

めの業務プロセス、情報の作成・分析・指示に責任を持つ組織、それらを支えるITが必要です。可視化の仕

組みを効果的に回すためには、それらの一つも欠けないように改革を進めなければなりません。

バリューチェーン可視化

の意義

バリューチェーン可視化ソリューション

国際的なパワーバランスが大きくシフトしようとしている近年、金融市場・商品市場の動向や大規模な業界再編の動き等、

企業を取り巻く環境状況について見通しを立てるのは非常に困難になっています。このような状況で企業に求められるの

は、企業外部および内部の情報をタイムリーかつなるべく正確に把握し、一定の分析に基づいて判断し行動する能力で

す。この能力を組織に定着させるための改革を実行するにあたり、デロイト トーマツ コンサルティングのバリューチェーン

可視化ソリューションは、業務・組織・ITの全ての側面からクライアントの活動を支援します。

バリューチェーン可視化の概念図
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バリューチェーン可視化を支えるIT

可視化情報の責任組織

情報伝達 評価実行

実行組織 責任組織

PDCA

バリューチェーンの可視化は、「見える化」というキーワードで以前から取り組まれてきましたが、未だに「見え

る化」を経営課題に掲げる企業が多いのが現実です。「見える化」の実現を困難にしている要因（課題）は、

おおよそ以下のように分類でき、ここでも業務・組織・ITのバランスをとって進めることが重要であるということ

が確認できます。

従来の「見える化」の

取り組みにおける課題

課題の視点 具体的な失敗例 結果

組織・プロセスの
整備の問題

可視化すべき情報の
整備の問題

取り組み方法の問題

ユーザー教育の問題

可視化すべき情報の
定義の問題

情報の作成に責任を持つ部門、情報に基づいて意思決定をして指示を出す部門
等が決められておらず、各部門が独自に判断して動いている。

重複業務、データの属人化等の問題が相変わらず横行している。

 拠点間のデータに整合性がなく（マスタ項目の登録状況、データ入力タイミング
など）、集計の意味がない。

 必要なデータが、完全に揃わない（拠点によって締めや提出のタイミングが違う）。

 本来の「見える化」の目的が失われ、単なるIT構築プロジェクトになってしまった。
 「見える化」に必要な組織の役割・責任を再確認させ、情報収集・分析・伝達のプ

ロセスを定着化させるための取り組みが不足していた。

 ユーザーの検討への参画不足等の原因で、対象事業の事業管理にフィットした
指標や管理項目の設定ができていない。

 SIベンダーやコンサルタントの提供する指標テンプレートをそのまま適用している。

 定着化に向けた継続的な教育・啓蒙プロセスが不足している。
 非定型的な分析スキルやITスキルが定着しない。
 「見える化」した数値に対する経営層からのフィードバックがない。
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バリューチェーン可視化のための
アプローチとソリューション

バリューチェーン可視化の取り組みは、可視化をテーマにした業務改革です。デロイト トーマツ コンサルティ

ングでは、クイックヒット（短期改善施策）の実施や業務トライアルを通じた詳細業務設計など、改革後の新業

務の定着化に主眼を置いたアプローチで、バリューチェーン可視化の実現を支援します。
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企業における組織機能（事業管理、SCM管理、個別業務管理）および管理の時間軸（中長期～短期）によっ

て、可視化の観点は異なります。その点を考慮して、デロイト トーマツ コンサルティングでは、リスクマネジメ

ント、バリューチェーン・スコアカード、SCM業務評価、業務別可視化支援という4つの可視化ソリューションを

提供しています。

可視化ソリューション

【在庫基準乖離数量推移-XXXXX全体-】

【販売計画・実績差推移-XXXXX全体-】 【生産計画・実績差推移-XXXXX全体-】

計画＞実績

計画＜実績

計画＞実績

計画＜実績

≪百万Unit≫

Risk Management
バリューチェーンに関係するリスクモニタリング 対象：事業管理部門 サイクル：月～年

Value Chain Score Card
事業業績をバリューチェーン視点で評価 対象：事業管理部門 サイクル： 年～月

SCM Evaluation
SCM業務のパフォーマンス評価 対象：SCM管理部門 サイクル：週～月

Operational Visualization
個別業務のマネジメントレベル向上 対象：各業務部門 サイクル： 日～月

Risk Category Indicator SCORE
Target Actual Evaluation Trend

+ Environment - - -
- Globalization - - -

Raw Materials Cost （YEN） 80M 75M
Energy Cost （YEN） 60M 50M
FOREX Rates （USD/YEN） 100-110 90-99

- Demand Volatility - - -
Forecast vs. Actual （YEN） 20M 28M
Sales Forecast Accuracy（%） 20 22

+ Internal Operations - - -
+ Sourcing - - -
+ Regulation - - -

Key Risk Indicator Value Chain Score Card as of 2009/MM/DD

高機能素材
事業部

製品別限界利益P/L >>
Value Chain Outcome

在庫日数B/S >>
キャッシュ・コンバージョン・サイクルC/F >>
製品別市場占有率シェア >>

設計開発リードタイム設計開発 >>
Internal Performance

ライン別製造コスト製造 >>
物流コスト物流 >>
顧客要求納期充足率販売 >>

競合ベンチマーク価格 >>
External Reputation

品質クレーム件数品質 >>
約束納期遵守率デリバリ >>
環境規制遵守CSR >>

事業化件数研究開発 >>
Future Improvement

リーダー研修参加者数教育 >>
社内改善提案件数業務改善 >>
グループIT成熟度スコアIT >>

診断内容

共有度
・ 情報共有の範囲や共有の容易性を評価する。

例）必要な組織（部門、事業体）で、手続きなどの制約がなく共有できていることなど

媒体
・ 情報を格納／共有／参照する媒体を評価する。

例）画面、帳票など情報を見る手段があること。情報を送受信する仕組み、ファイル
サーバ、システムなど情報を格納する場所があることなど

精度
・ 情報の信頼性を評価する。

例）実際とデータが一致していること。正しいルールで作成されている計画かなど、
需給調整に使用できる信頼性が確保されていることなど

粒度
・ 情報の切り口充実度を評価する。

例）需給調整を行う上で必要な細かさ（品目、単位）の静的マスタ*1情報が揃っている
ことなど

サイクル
・ 情報の鮮度を評価する。

例）需給調整を行う上で必要とされるサイクルでデータが作成され、情報の鮮度が
保たれていることなど

可視性要素の評価軸
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